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研究成果の概要（和文）：アジア3か国（タイ、インド、カンボジア）とアフリカ3か国（マラウイ、ザンビア、
ケニア）の教員政策を対象として下からの視点を重視し、「教員」自身のリアリティや彼らの視点を中核に据え
ながら、調査を実施した。アジア・アフリカ地域の教員政策について国際的潮流との比較研究を実施し、各国特
有の教員政策の特徴と課題を明らかにすることができた。現地調査を基に途上国各国のローカルな文脈を読み解
くことを通じ、グローバルに語られる「教育の質」を再考するともに、それらを実現するための教師の「質」を
どう捉え、何をもって教師の仕事の質を図るのか解きほぐした。

研究成果の概要（英文）：Focusing on the teacher policies of the three Asian countries (Thailand, 
India, Cambodia) and the three African countries (Malawi, Zambia, Kenya), emphasizing the 
perspective from below, focusing on the reality of the "teachers" themselves and their perspectives.
 We conducted a survey while setting it up. We conducted a comparative study of teacher policies in 
the Asia-Africa region with international trends, and were able to clarify the characteristics and 
issues of teacher policies peculiar to each country. By interpreting the local context of each 
developing country based on the field survey, we will reconsider the "quality of education" that is 
spoken globally, how to grasp the "quality" of teachers to realize them, and what is the teacher's I
 unraveled whether to improve the quality of work. 

研究分野：比較教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
現在の教員政策における国際的潮流を批判的に捉え、途上国独自の特色に鑑み、地域に根ざした問題を掘り起こ
し、新たな視座を提供した。教育政策の改定が教員や地域住民に、いかに受け入れられているのか、教育政策受
容の視点を提供した。各国の文化、価値観、社会状況を十分に包含し、教員政策研究のフレームワークを構築し
た。そのため、教員養成課程から輩出された教員が、学校現場で教育実践を実施する一連の経過を包括的に把捉
することが可能になった。本研究結果は、地域の文脈を包含した研究枠組みの提示や実証研究の蓄積など学術的
貢献は当然ながら、国際教育協力に対する実践分野にも寄与していくだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 

 申請者と協働研究者は、これまでアジア・アフリカの途上国における教員政策を研究の中心 

に据えてきた。現在の途上国の教員は、先進国と同様、グローバル化の中で、様々な教育課題が

多様化、複雑化している状況下に置かれている。特に初等教育では９０年代の後半から無償化政

策の影響で就学者が急増し、多くの学校では教員一人あたりの児童数が激増し、教育の質の深刻

な低下を招いた。その後、教員不足解消のために、国際機関主導で教員養成期間の短縮化、無資

格や低資格の教員雇用、教員給与の引き下げ、契約ベースでの雇用などの施策が取られたが、結

果的に教員の資質能力や意欲の低下も報告されている。 

 教員政策のグローバル化が進展する中で、新自由主義に基づく改革が実施され、教授法や教員

養成、教員配置などの教員政策が画一化される傾向にある。教員のコンピテンシーの策定やそれ

に基づく評価などが世界中で普及し、教員の質向上が目指されている。その一方で、マニュアル

化され、項目化された「コンピテンシー」や「教員評価」が却って教師 の自主性の伸長を阻害

し、教員のモチベーションを低下させているのではないか、という危惧も存在する。特に、途上

国においては、教師中心主義の教授法やモチベーションの低い教員の存在が “問題視”され、国

際標準に合わせた上からの教員政策の改定が実施されている。しかしながら、既存の実証研究を

概観すると、単に国際標準に合わせた教員評価や教授方法を現場の教師に押し付けても、実際の

教室の中での実践力向上や教育の質上昇には繋がっていないことが分かる（SACMEQ 2015）。 

国際標準や潮流を踏まえながらも、一方で各国の教育文化や教員自身が受けてきた教育に鑑

みながら、各国の教員が自主的、自律的に教育実践を試行出来るような教員政策が必要とされて

いる。そこで、教員政策の国際基準を理解した上で「学び続ける教員」を如何に養成すれば良い

のか、そして、その教員が如何に長く学校現場で活躍出来るのか、各国の教員政策研究者と国際

協働研究を実施していく必要性を認識し、本研究を着想した。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、アジア・アフリカ地域の教員政策について国際的潮流との比較研究を実施し、各

国特有の教員政策の特徴と課題を明らかにすることが目的である。現地調査を基に途上国各国

のローカルな文脈を読み解くことを通じ、グローバルに語られる「教育の質」を再考するともに、

それらを実現するための教師の「質」をどう捉え、何をもって教師の仕事の質を図るのか解きほ

ぐしていった。また、教師が自らの教育経験に基づく裁量で学習者１人１人の個性や学び方に配

慮しながら自律的に教育活動を行っていくアプローチ（「省察する専門家」）とのバランス 図る

こともますます重要になってくるため、その視点からの考察を深めることも本研究の目的であ

る。 

 

３．研究の方法 

 研究方法としては、アジア 3か国（タイ、インド、カンボジア）とアフリカ 3か国（マラウイ、

ザンビア、ケニア）の教員政策を対象として、各国の教育事情、教員政策に精通して いる教育

研究者が、現地の教員政策研究者と国際協働研究を実施し、調査結果を基に、6か国間での国際

比較を実施した。途上国の教員政策研究は、政策自体が上から下に落とされることに倣い、上か

らの視点で 実施されることがほとんどであるが、本研究では下からの視点を重視し、「教員」自

身のリアリティや彼らの視点を中核に据えながら、調査を実施した。 



 研究体制としては、研究 代表者の川口を総括とし、各対象国の担当をタイ：牧、インド：小

原、カンボジア：荻巣、 ザンビア：興津、ケニア、マラウイ：川口とした。いずれも担当国に

おいて、豊富な調査経験を有しており、各担当国の歴史、社会、経済、文化、制度に精通してい

る。既に担当国でのネッ トワーク構築も出来ている。本研究の性格的上、現地調査を研究フレ

ームワークの中心に据え、各現地から得られたデータ、情報を集約し、論文などに結実させてい

く手法を採用した。 

各研究者は現地でカウンターパートナーと密に連携して、現地の協働研究者と対等な立場で

研究を実施した。また、研究部会を立ち上げ、継続的に当該研究会を実施した。 

 

【平成 30年度：研究基盤の構築段階 】 

(1) 各国の研究体制の確立（5月下旬：第 1回全体研究会議 Web 上での連絡会議を実施） 

(2) メールベースや文献を活用した関連基礎資料の収集、整理（5～9月） 

(3) 第一次現地調査の実施（8月～10月）、調査結果の分析（10月～12 月） 

(4) 国際比較教育学会等、関連学会での研究発表の実施（1月～3月）  

 

【令和元年度：展開段階】 

(1) 第 2 回全体研究会議の開催（5月） 

(2) 日本比較教育学会におけるラウンドテーブルの開催、第 3回全体会議の開催（７月）、 

(3) 第二次現地調査の実施（8月～10月）、調査結果の分析（10月～12 月） 

(4) 国際比較教育学会等、関連学会での研究発表の実施（1月～3月）  

 

【令和２年度：調査結果の分析、研究成果を発信、実践へ還元 】 

最終年となる令和２年度には、研究成果の発信に重点を置き、国内外の学会での発表、国際会

議での研究成果の共有など、研究面だけでなく、国際教育協力などの実践への貢献を行った。 

 

４．研究成果 

本研究の成果は、まず、現在の教員政策における国際的潮流を批判的に捉え、途上国独自の特

色に鑑み、地域に根ざした問題を掘り起こし、新たな視座を提供した点にある。教員養成を例に

とるとアフリカ諸国では、期間を短縮し、学校レベルでの 実地訓練を活用した教員養成が、既

存の大学での教員養成に代わり、推奨される傾向がある。 本研究では、上記の様な教育政策の

改定が教員や地域住民に、いかに受け入れられているのか、教育政策受容の視点を提供すること

ができた。そして、果たして現在の教員政策の潮流が、 長期的な教育文化醸成にとって望まし

い方向に向かっているのか、疑問を投げかけるという点で本研究は創造的な役割を果たした。 

また、途上国を対象にした類似の研究はそもそも多くの蓄積がなされていないため、ほぼ前例

が無く、政策が上から落とされることに倣い、上からの視点で研究が多く実施される中で、下か

らの視点を包含した本研究は非常に独創性の高いものとなった。研究の結果、途上国における教

員政策を軸とした教育の質低下の全体的な構造が、明らかになった。本研究では、各国の文化、

価値観、社会状況を十分に包含し、教員政策研究のフレームワークを構築した。そのため、研究

結果は教員養成課程から 輩出された教員が、学校現場で教育実践を実施する一連の経過を包括

的に把捉することが可能になったと考えられる。研究結果は地域の文脈を包含した研究枠組み

の提示や実証研究の蓄積、といった学術的貢献は当然ながら、国際教育協力に対する実践分野に

も今後寄与していくと考えられる。 
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